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花
、
人
物
の
衣
服
、
動
物
の
形
態
を
、
水
墨
や
顔
料
を
用
い
て
濃
淡
を
つ
け
な
が

ら
州
写
す
る
方
法
が
目
立
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
註
７
）
。

こ
の
項
で
記
載
し
た
作
品
群
の
う
ち
、
最
も
は
や
い
年
号
が
書
か
れ
た
作
品

（
１
）
「
秋
田
風
俗
十
二
景
」
の
扉
風
作
品
の
特
長
を
述
べ
て
み
よ
う
（
註
８
、
図

ｌ
）
。
こ
の
月
次
絵
と
も
い
え
る
作
品
は
、
正
月
万
歳
の
図
か
ら
は
じ
ま
り
、
豆

ま
き
と
し
め
縄
飾
り
の
図
で
お
え
る
構
成
だ
。
全
図
に
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
物

が
柵
か
れ
、
濃
淡
を
つ
け
た
墨
や
色
彩
で
軽
妙
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
四

条
派
の
つ
け
た
て
技
法
の
一
種
や
川
条
派
の
両
家
が
描
く
と
こ
ろ
の
類
型
化
さ
れ

た
人
物
描
写
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
先
に
触
れ
た
が
、
こ
の
作
が
猫
か
れ

た
安
政
五
年
に
は
、
南
部
藩
の
絵
師
川
ｕ
月
嶺
が
来
秋
し
、
穂
庵
の
才
能
を
認
め
、

絵
手
本
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
年
前
に
は
、
長
山
孔
寅
の
手
本
で

学
ん
で
い
る
（
註
９
）
。
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
四
条
派
の
流
れ
を
く
む
画
人
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
だ
が
、
制
作
年

紀
銘
が
あ
る
初
期
作
品
か
ら
穂
庵
の
作
風
は
、
四
条
派
の
技
法
か
ら
は
じ
ま
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
前
出
の
（
５
）
「
恵
比
寿
」
（
図
２
）
を
言
説
に
置
き
換
え
て
み
よ
う
。
こ
の
図

は
、
穂
庵
が
京
都
に
遊
学
す
る
前
の
万
延
一
年
の
制
作
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら

と
く
に
七
福
神
の
一
柱
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
恵
比
寿
像
は
、
絵
師
に
と
っ
て
も
注

文
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
六
歳
の
若
き
文
池
は
、
こ
の
像
を
正
而

か
ら
と
ら
え
、
尊
顔
と
約
束
事
の
釣
り
竿
、
鯛
な
ど
の
被
写
体
を
確
実
に
描
き
こ

む
。
後
年
の
作
風
と
比
較
す
る
と
、
類
型
化
さ
れ
た
恵
比
寿
像
だ
が
、
筆
の
運
び

に
お
い
て
は
後
年
の
作
と
同
様
、
速
度
感
を
み
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
つ
け
た
て

風
の
筆
跡
が
か
ぶ
り
物
や
岩
肌
の
描
写
部
分
に
見
て
と
れ
る
。
印
章
に
は
「
葦
」

文
字
を
あ
て
た
「
穂
葦
」
を
す
で
に
使
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
作
を
描

い
た
こ
ろ
は
「
文
池
」
に
加
え
「
穂
庵
」
の
号
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
穂
庵
年
譜
で
は
、
万
延
二
年
こ
ろ
に
天
智
天
皇
の
御
歌
「
秋
の
田
の
刈

り
穂
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
わ
が
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ
」
か
ら
「
穂
庵
」
の
雅
号

を
と
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
恵
比
寿
」
作
品
か
ら
は
、
そ
の
前
年
に
「
穂

庵
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
作
の
一
年
前
に
描
か
れ

た
前
出
「
狐
の
嫁
入
り
」
に
も
、
そ
の
印
章
の
ひ
と
つ
に
「
穂
」
の
文
字
が
確
認

さ
れ
る
の
で
、
結
果
的
に
は
二
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
つ
目
に
解
説
す
る
作
品
は
、
京
都
遊
学
中
の
作
と
し
て
も
よ
い
「
定
家
卿
小

倉
山
庄
古
跡
」
で
あ
る
。
穂
庵
が
京
洛
の
名
所
旧
跡
を
歩
い
た
と
さ
れ
る
消
息
を

示
し
て
く
れ
る
の
は
、
前
出
「
京
都
十
二
景
」
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
てママ

一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。
画
中
の
賛
「
定
家
卿
小
倉
山
庄

古
跡
」
（
図
３
）
か
ら
、
今
日
で
も
名
所
Ⅲ
跡
で
あ
る
藤
原
定
家
が
い
わ
ゆ
る
小
倉

百
人
一
首
を
撰
し
た
小
倉
山
粧
跡
の
描
写
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。
同
山
職
の

跡
地
は
三
箇
所
ほ
ど
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
幕
末
の
穂
庵
が
描
写
し
た
の
は
、
ど

こ
の
Ⅲ
跡
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
想
像
の
域
を
で
な
い
が
、
こ
の
絵
は
、

傷
む
か
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
絵
の
上
部
が
だ
い
ぶ
カ
ッ
ト
さ
れ
て
表
装
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
残
さ
れ
た
と
部
分
を
観
察
す
る
と
樹
木
の
枝
葉
の
下

に
薄
墨
で
階
段
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
実
在
の
景
色
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
近
代
の
写
生
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
短
期
間
に
学
ん
だ

伝
統
的
筆
使
い
で
、
実
景
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
描
い
た
と
で
も
い
っ
て
お
こ
う
。

こ
の
初
期
に
使
わ
れ
る
雅
号
と
し
て
は
、
初
号
の
「
文
池
」
が
最
も
多
く
使
川

さ
れ
、
や
が
て
「
穂
庵
」
号
を
文
池
に
織
り
交
ぜ
て
使
い
だ
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
雅
号
は
、
署
名
、
印
章
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
治
二
年
前

後
に
は
、
署
名
、
印
章
と
も
に
「
穂
庵
」
に
落
ち
着
い
て
く
る
よ
う
だ
。
ち
な
み

に
、
「
穂
庵
」
の
「
庵
」
の
字
画
は
「
港
」
「
蕊
」
を
あ
わ
せ
て
三
種
が
確
認
で

き
た
。
ま
た
、
署
名
や
印
章
に
使
わ
れ
る
そ
の
他
の
字
画
と
し
て
は
、
あ
ざ
な
の

「
芸
」
か
ら
派
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
「
転
」
と
い
う
文
字
に
苗
字
か
ら
の
一

文
字
「
平
」
を
か
ぶ
せ
て
「
平
転
」
印
が
あ
る
。

第
二
期
職
業
画
家
を
め
ざ
し
て
（
明
治
一
年
～
一
○
年
）

（
１
）
「
西
園
雅
集
」
襖
絵
、
明
治
二
二
八
六
九
）
、
明
治
弐
年
夏
五
月
・
・
・

穂
庵
、
白
文
「
穂
菟
」
朱
文
「
芸
印
」

（
２
）
「
四
条
河
原
夕
涼
図
」
扉
風
、
明
治
三
二
八
七
○
）
、
明
治
庚
午
秋
七
月

旬
、
穂
庵
、
白
文
「
平
転
之
印
」
朱
文
「
穂
惹
」
（
前
出
「
海
老
之
図
」
と
二

-iOO-

（3）



平iM秘唯の作品検証

（
７
）
「
京
都
十
二
景
」
慶
雁
一
二
八
六
五
）

○
右
隻

①
第
二
扇
（
第
二
扇
以
降
は
○
数
字
の
み
で
表
記
）
穂
葦
篇
、
朱
文
「
文
」
白
文

「
池
」
（
三
種
目
文
池
印
、
文
池
号
を
一
文
字
づ
つ
白
文
と
朱
文
に
分
け
て
彫
ら

術
学
院
）
、
そ
の
二
は
昭
和
五
八
年
刊
行
の
『
平
福
穂
庵
画
集
」
（
株
式
会
社
大
日

本
絵
画
）
に
掲
載
の
図
版
を
参
照
し
、
こ
れ
ら
に
筆
者
が
実
見
し
た
作
品
を
あ
わ

せ
て
検
証
し
、
穂
庵
作
品
の
分
類
を
行
っ
た
う
え
で
各
時
期
の
特
長
を
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

大
い
に
参
考
と
し
た
前
者
著
書
の
編
集
者
出
口
掬
汀
、
後
者
の
執
筆
者
弦
田
平

八
郎
氏
、
そ
し
て
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
の
前
出
学
芸
員
に
、
前
も
っ
て
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

第
一
期
文
池
か
ら
穂
庵
へ
（
安
政
五
年
～
慶
膳
三
年
）

●
「
画
題
」
、
制
作
年
号
、
雅
号
の
著
名
等
（
款
記
）
、
「
雅
号
の
印
章
刻

字
（
□
は
未
解
読
こ
、
の
順
に
表
記
＊
第
四
期
ま
で
共
通
、

（
１
）
「
秋
田
風
俗
十
二
景
」
安
政
五
二
八
五
八
）
、
文
池
、
白
文
「
文
池
之
印
」
、

右
隻
、
左
隻
と
も
第
六
扇
目
に
落
款
戊
午
暮
春
唯
需
篤
文
池

＊
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
２
）
「
惣
内
之
瀧
」
安
政
六
二
八
五
九
）
、
安
政
己
未
仲
秋
阿
仁
惣
内
爆
布
望

文
池
、
朱
文
円
印
「
文
池
」
（
円
印
「
文
池
」
初
出
）

（
３
）
「
旧
植
図
」
安
政
六
（
一
八
五
九
）
、
政
己
未
初
夏
文
池
、
朱
文
楕
円
印

「
文
池
」
（
二
極
Ⅱ
の
文
池
号
の
初
出
）

（
４
）
「
狐
の
嫁
入
り
」
安
政
六
二
八
五
九
）
、
安
政
己
未
初
穐
於
燈
下
酔
中
戯

篤
文
池
、
白
文
二
噸
「
穂
」
「
蓋
か
」

（
５
）
「
恵
比
寿
」
万
延
一
二
八
六
○
）
、
蔑
延
庚
叩
夏
Ⅱ
文
池
、
朱
文
円
印

「
穂
奔
」
（
穂
庵
号
「
庵
」
の
宇
川
が
「
蕊
」
と
な
っ
て
い
る
川
印
の
初
出
）

＊
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
６
）
「
六
歌
仙
」
文
久
一
二
八
六
二
、
辛
酉
春
文
池
篇
、
朱
文
「
文
池
」

（
「
惣
内
之
瀧
」
と
同
印
か
）

画
家
に
な
る
た
め
の
修
行
期
を
、
第
一
期
と
し
た
。
当
然
な
が
ら
画
家
と
し
て

形
成
さ
れ
て
い
く
重
要
な
時
期
で
あ
る
が
、
穂
庵
の
年
齢
と
し
て
は
、
一
○
歳
代

か
ら
二
二
、
三
歳
こ
ろ
、
京
都
遊
学
か
ら
郷
里
に
帰
る
ま
で
で
あ
る
。

筆
法
に
お
け
る
大
き
な
特
長
は
、
四
条
派
の
筆
法
、
具
体
的
に
は
木
の
葉
や
草
、

○
左
隻

①
〈
以
下
右
隻
に
倣
っ
て
○
数
字
の
み
で
表
記
）
穂
庵
罵
、
朱
文
「
文
」
白
文

「
池
」
（
右
隻
①
と
同
印
）

②
穂
庵
篇
、
朱
文
円
印
「
穂
葦
」
（
右
隻
⑤
と
同
印
＊
計
二
枚
に
使
用
）
）

③
文
池
篇
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、
朱
文
「
穂
捲
」
（
右
隻
②
と
同
印
）

④
穂
庵
、
朱
文
「
文
」
、
白
文
「
池
」
（
右
隻
①
と
Ⅱ
印
）

⑤
穂
庵
篇
、
朱
文
「
文
」
、
白
文
「
池
」
（
右
隻
①
と
同
印
＊
計
五
枚
に
使
用
）

⑥
乙
丑
冬
日
（
慶
雁
一
・
一
八
六
五
）
文
池
篤
意
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、

朱
文
「
穂
捲
」
（
右
隻
②
と
同
印
＊
計
五
枚
に
仙
川
）

（
８
）
「
月
に
梅
之
図
」
慶
雁
一
二
八
六
五
）
、
乙
孔
膿
月
文
池
寓
意
、
朱
文

「
穂
推
」
（
前
出
「
京
都
十
二
景
」
右
隻
の
②
と
同
印
か
）

マ
マ

（
９
）
「
定
家
卿
小
倉
山
庄
古
跡
」
推
定
一
八
六
一
～
六
六
、
定
家
卿
小
倉
山
庄
古

跡
穂
庵
主
人
、
朱
文
円
印
「
文
池
」

（
皿
）
「
海
老
之
図
」
慶
唯
三
二
八
六
七
）
、
慶
雁
三
丁
卯
秋
八
月
穂
庵
転
寓

之
、
白
文
「
平
転
之
印
」
朱
文
「
穂
篭
」

（
ｕ
）
「
林
和
靖
」
慶
雁
三
二
八
六
七
ぺ
慶
膳
丁
卯
季
冬
穂
庵
寓
（
印
章
不
詳
）
、
扉
風
装

れ
た
印
）
、

②
文
池
寓
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、
朱
文
「
穂
蓄
」
（
穂
庵
号
の
「
庵
」
の
字
画

が
「
篭
」
と
な
っ
て
い
る
正
方
印
）

③
文
池
篇
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、
朱
文
「
穂
稚
」
（
②
と
Ⅲ
印
）

④
穂
庵
、
朱
文
「
文
」
、
白
文
「
池
」
〈
前
出
①
と
同
印
）

⑤
文
池
篇
、
朱
文
円
印
「
穂
葺
」
（
前
出
「
恵
比
寿
」
の
円
印
と
同
印
か
）

⑤
慶
雁
乙
丑
冬
（
慶
雁
一
・
一
八
六
五
）
穂
庵
篇
、
白
文
「
口
田
因
画
印
」
、

慶
雁
乙
丑
冬
（
慶
雁
一
・
一
八
六
五
）
穂
庵
篇
、
白
文
「
□
□
□
口
印
」
、

朱
文
「
穂
捲
」
（
前
出
②
③
と
同
印
）
、
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は
じ
め
に

平
福
穂
庵
が
郷
里
角
館
に
お
い
て
絵
筆
を
と
り
始
め
た
の
は
、
数
歳
の
幼
少
の

こ
ろ
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
が
、
穂
庵
の
年
譜
に
現
れ
て
く
る
最
初
の
絵
と
し
て
は
、

「
地
蔵
詣
り
」
が
あ
げ
ら
れ
る
（
註
１
）
。
こ
の
作
品
の
制
作
は
、
父
に
絵
を
習
い

は
じ
め
た
年
の
嘉
永
四
年
二
八
五
二
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
年
齢
が
七
歳
で
、

さ
す
が
に
の
ち
の
彼
の
作
品
を
坊
俳
と
さ
せ
る
作
で
は
な
い
（
註
２
）
。
し
か
し
、

こ
の
嘉
永
四
年
こ
ろ
に
は
、
父
の
師
で
も
あ
る
絵
師
武
村
文
海
に
絵
を
習
い
は
じ

め
て
い
る
（
註
３
）
。
や
が
て
、
一
五
歳
の
時
に
は
、
そ
れ
以
前
に
授
か
っ
て
い
た

雅
号
「
文
池
」
を
川
い
て
、
阿
仁
前
旧
の
素
封
家
庄
司
家
で
「
惣
内
之
瀧
」
を
描

い
た
。
こ
の
こ
ろ
の
作
に
な
る
と
鑑
賞
に
耐
え
う
る
内
容
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
（
註
４
）
・

文
芸
の
盛
ん
だ
っ
た
角
館
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
早
熟
な
子
ど
も
は
、
周
囲

に
は
驚
き
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
九
○
数
年
ほ
ど
前
に
、

同
じ
く
角
館
の
武
家
の
子
息
小
田
野
直
武
が
幼
く
し
て
絵
の
達
人
と
し
て
活
躍

し
、
の
ち
江
戸
で
世
に
先
駆
け
て
洋
風
画
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
穂

庵
は
同
町
で
は
待
望
の
百
年
に
一
人
の
逸
材
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
神
童
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
彼
は
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
教
育

環
境
に
恵
ま
れ
、
前
出
の
文
海
の
ほ
か
南
部
藩
の
御
用
絵
師
川
口
月
嶺
や
西
川
寺

辺
の
出
自
と
い
わ
れ
、
上
方
大
阪
で
大
活
躍
し
た
絵
師
、
長
山
孔
寅
ら
の
絵
手
本

で
絵
の
け
い
こ
に
励
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
註
５
）
。
前
者
月
嶺
は
江
戸
で
関

東
の
四
条
派
鈴
木
南
嶺
に
学
び
、
後
者
孔
寅
は
京
都
の
四
条
派
の
祖
、
松
村
呉
春

の
高
弟
で
あ
っ
た
（
註
６
）
。
そ
の
証
拠
に
、
幕
末
に
穂
庵
が
京
都
に
遊
学
し
、
同

地
を
写
し
た
風
景
画
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
を
見
て
も
四
条
派
の
影
響
が

平
福
穂
庵
の
作
品
検
証
ｌ
変
革
の
時
代
に
生
き
た
地
方
画
家
Ｉ
（
補
遺
）

す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た

こ
と
だ
が
、
穂
庵
の
作
品
の
基
礎
は
四
条
派
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
誰
も
異
論
を

は
さ
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
条
派
に
加
え
、
の
ち
の
彼
は
文
人
Ⅲ
等
他
の
流

派
の
作
品
に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
と
も
に
、
明
治
の
時
代
に
及
ん
で
お
そ
ら
く
海
外

か
ら
請
じ
ら
れ
た
美
術
の
知
識
に
触
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
う
し
て
穂
庵
は
、

こ
れ
ら
い
く
つ
も
の
伝
統
的
画
法
を
身
に
つ
け
、
時
に
は
伝
統
に
被
写
体
の
写
実

的
な
と
ら
え
方
な
ど
、
新
た
な
思
潮
を
加
味
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
彼

は
墨
の
濃
淡
を
駆
使
し
た
山
水
画
や
勢
い
が
あ
る
筆
使
い
に
よ
る
迫
真
的
な
人
物

画
、
生
き
生
き
と
し
た
動
物
画
等
、
穂
庵
な
ら
で
は
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
個
性
的

作
品
を
生
み
だ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｈ
本
山
家
平
禍
穂
庵
に
つ
い
て
は
、
秋
川
県
立
近
代
美
術
館
発
行
の
「
秋
川
美

術
』
Ｍ
蛇
及
び
恥
“
１
幅
に
お
い
て
、
前
者
は
保
泉
充
氏
と
山
本
丈
志
氏
と
が
そ

の
芸
術
と
年
譜
に
つ
い
て
、
後
者
は
、
筆
者
が
穂
庵
初
期
の
絵
の
師
に
つ
い
て
及

び
画
辿
で
分
類
し
た
作
品
の
検
証
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
論
考
し
て
い
る
．
し
た
が
っ

て
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
論
考
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
な
が
ら
も
、

こ
れ
ら
で
言
及
し
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
穂
庵
作
品
の
画
法
と
款
記
・
印
章
を
編
年

的
に
検
証
し
て
補
い
、
各
時
期
の
特
長
を
抽
出
し
て
み
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
穂
庵
作
陥
を
、
第
一
期
（
安
政
六
年
～
慶
懸
三
年
）
、
第
二
期

（
明
治
一
年
～
一
○
年
）
、
第
三
期
（
明
治
一
一
年
～
一
七
年
）
、
第
四
期
（
明
治

一
八
年
～
二
三
年
）
、
の
四
期
に
筆
者
の
独
断
で
区
分
し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
後

述
す
る
。
こ
れ
ら
四
期
の
各
冒
頭
で
、
画
題
、
落
款
、
制
作
年
号
等
を
参
照
で
き

る
よ
う
に
、
作
品
名
を
列
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
品
に
あ
た
る
手
段
と
し
て
は
、

二
冊
の
作
品
集
、
そ
の
一
は
昭
和
一
○
年
刊
行
の
『
平
福
穂
庵
蓋
集
』
（
日
本
美

太
田
和
夫
＊
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